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～スキルの見える化で女性が活躍する職場を～

▼研究の概要（背景・目標）

本研究はスマート・ファクトリーのモデル構築し、岩
手県県北地域の中小縫製業企業を対象にAI・IoT活用モデ

ルを提案した。さらに、中小縫製企業の高付加価値化と
下請構造からの脱却により経営基盤の強化を目指すとと
もに、雇用（特に女性）の創出と所得向上の実現を目指
し、ひいては、地域における産業基盤の強化を図る。

▼研究の成果（結論・考察）

①作業者のスキルレベル計測と向上：実証実験グルー
プの岩手モリヤ（株）において、作業員よりミシンの
ペダルの踏み込む速度と腕の動きをジャイロセンサー
より取得した。身体の動きより、スキルの高い人ほど、
時間をかけて長い縫い代を用意し、一気に縫い上げる。
また、ミシンのペダルの踏み方の計測より、上級者ほ
どペダルを速く・強く踏む傾向があることが分かった
(図２)。また、初級、中級、上級者の単位時間当たりの

アクセルペダルを踏むピーク回数よりスキルレベルの
分類を行う指針を得た(図3)。

②チーム編成自動生成：スキルレベルを考慮に入れた、
チーム編成の自動作成のシステム全体図を作成し(図4)、

数理モデルにより定式化を行いチーム自動作成と勤務
表作成のアルゴリズムを作成した。また、プロトタイ
プシステムで性能と提案アルゴリズムの限界について
明らかにした。

▼研究の内容（方法・経過）

1.研究対象：県北地域の中小縫製業企業

2.内容：（1年目）生産効率の向上とともに個々の従業員

の都合に柔軟に対応可能な生産システムのモデル構築とプ
ロトタイプの開発を行う。 （2年目）地域内で北いわてア

パレル産業振興会の会員企業に展開し、システムの汎用化
を目指す。その上で、繊維産業の産業集積がある他地域の
中小縫製企業での社会実装化を目指す。そのために２つの
個別取り組みとして、①作業者のスキルレベル計測と向上、
②勤務表作成におけるチーム編成自動生成を取り上げる。

図１ 本研究開発の全体フロー

図３ 作業者の分類の一案（領域により分類）

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
（地域横断的展開）日本全国の縫製業の発展に寄与することもできると考える。

（業種横断的展開）縫製業に従事する中小企業はアパレルメーカーの下請企業であり、これは岩手県内の主要産業
である自動車産業と電子デバイス製造装置産業に従事する中小企業と同様のビジネスモデルである。自動車産業や
電子デバイス製造装置産業に従事する下請企業の現場においても人手不足は深刻であり、かつ女性の現場作業者が
増加しており、中小縫製企業と同様の課題を抱えている。
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